
 

 

● ㅂ不規則活用 

語幹末に「ㅂ」パッチムのある動詞や形容詞が「～(으)」や「～(아/어)」の語尾が 

付く活用のときは、その「ㅂ」が落ち、母音「우」が加わります。 

しかし、例外的に「돕다」と「곱다」の 2 つの動詞だけは 

(「돕다(手伝う) →도와요 / 곱다(きれいだ) →고와요」)となります。 

例) 맵다 →「맵」の「ㅂ」 が脱落ち →「우」が加わり →「매우」となって、 

「～(으)면」「매우면 」となります。「～(아/어)요」が付くと「매워요」となります。 

 

Ⅰ Ⅱ -(으) Ⅲ -(아/어) 

 

 

～고,지요? 

 

면,니까 

 

요,서   

 

춥다(寒い) 춥고 

춥지요? 

 

추우면, 

추우니까 

 

추워요 

추워서 

 

가깝다(近い) 

 

 

가깝고 

가깝지요? 

 

가까우면 

가까우니까 

 

가까워요 

가까워서 

 

돕다(手伝う) 

 

돕고 

돕지요? 

도우면 

도우니까 

도와요 

도와서 

例) 역에서 가까워요?   추워서 밖에서는 기다릴 수 없어요. 

＊ただし、パッチムが「ㅂ」なのに不規則ではなく、規則的に活用されるものもあります。 

例) 입다 → 입으면/입어요          좁다 → 좁으면/좁아요 

 
 
● ㄷ 不規則活用 

語幹末に「ㄷ」パッチムのある一部の動詞が「～(으)」や「～(아 / 어)」の語尾が 

つく時は、「ㄷ」が「ㄹ」に変わります。 

例) 듣다 →「듣」の「ㄷ」が「ㄹ」に変わり →「들」となって、「～(으)면」が付くと 

「들으면」となります。「～(아 / 어)요」が付くと「들어요」となります。 

 

Ⅰ Ⅱ  -(으) Ⅲ  -(아 / 어) 

 

 

～고,지만 

 

면,니까 

 

요,서 

 

듣다 

 

듣고 

듣지만 

들으면 

들으니까 

들어요 

들어서 

걷다 

 

걷고 

걷지만 

걸으면 

걸으니까 

걸어요 

걸어서 

例) 가까우니까 좀 걸어서 가요. 

음악은 째즈나 클래식을 들어요. K-pop은 별로 안 들어요.          

＊ただし、パッチムが「ㄷ」なのに不規則ではなく、規則的に活用するものがあります。 

例) 받다 → 받으면 → 받아요 

 

 



 

 

● ㅅ 不規則 

語幹末に「ㅅ」パッチムのある一部の動詞に「～(으)」や 「～(아 / 어)」の語尾が 

つく時は、パッチム「ㅅ 」が脱落します。 

ただし、「～(으)」が付く場合には、「ㅅ パッチム脱落＋으」になることに 

気をつけましょう。 

例) 낫다  → 「낫」の「ㅅ」が脱落 → 「나」となって、「～(으)면」が付くと「나으면」

となります。  「～(아 / 어)요」が付くと「나아요」となります。 

 

Ⅰ Ⅱ -(으) Ⅲ -(아 / 어) 

 

 

～고,지만 

 

면,니까 

 

요,서 

 

낫다 

 

낫고 

낫지만 

나으면 

나으니까 

나아요 

나아서 

짓다 

 

짓고 

짓지만 

지으면 

지으니까 

지어요 

지어서 

例) 약을 먹었는데 전혀 안 나아요. 

집을 지으면 보모님이랑 같이 살 거예요. 

＊ただし、パッチムが「ㅅ」なのに不規則ではなく、規則的に活用するものがあります。 

例) 웃다 → 웃으면 → 웃어요 

 

 

●  르 不規則活用 

語幹末に「르」が入っている動詞や形容詞に「～(아/어)」の語尾がつくときは、「르」の

母音「ㅡ」が脱落し、その前の文字のパッチムに「ㄹ」が添加し、その文字の母音が 

「ㅓ,ㅗ」の場合には「아」を、「ㅏ,ㅗ以外」の場合には「어」を付けます。   

「 으 不規則活用」 

例) 다르다 → 「르」の「ㅡ」が脱落 → 「다」に「ㄹ」が添加し、「다」の   

母音が「ㅏ」なので「달라」となり、 「~(아/어)요」が付くと「달라요」となります。 

 

Ⅰ Ⅱ -(으) Ⅲ -(어/아) 

 

 

～고,지만 

 

면,니까 

 

요,서 

 

모르다 

 

모르고, 

모르지만 

모르면 

모르니까 

몰라요 

몰라서 

부르다 

 

부르고 

부르지만 

부르면 

부르니까 

불러요 

불러서 

例) 저는 그 사람을 잘 몰라요. 

배가 불러서 더 이상 못 먹겠어요. 

＊ただし、「따르다」「들르다」は「 으不規則」活用に当たります。 

例) 따르면 / 따라요 

 
 
 

 



 

 

●  ㅎ 不規則活用語 

語幹末「ㅎ」パッチムのある一部の形容詞に「～(으)」や「～(아/어)」の語尾が 

付くときは、パッチム「ㅎ」が脱落します。 

ただし、「～(아/어)」が付く場合には、母音が「애」になります。 

例) 그렇다  →「그렇」の「ㅎ」が脱落 →「그러」となって、「～(으)면」が付くと 

「그러면」となります。  「＾(아/어)요 」が付くと「그래요」となります。 

 

Ⅰ Ⅱ   -(으) Ⅲ -(아/어)  

 

 

～고,지만 

 

면,니까 

 

요,서 

 

이렇다 

 

이렇고 

이렇지만 

이러면 

이러니까 

이래서 

이래서 

하얗다 

 

하얗고 

하얗지만 

하야면 

하야니까 

하에요 

하에서 

例) 이러면 안 돼요. 

얼굴이 하에서 정말 예뻐요. 

＊ただし、パッチムが「ㅎ」なのに不規則ではなく、規則的に活用されるものがあります。 

例) 좋다 → 좋으면 / 좋아요 

 
 

● ㄹ  不規則活用 

語幹末の「ㄹ」パッチムの後、「ㄴ,ㅂ,ㅅ」の子音が続く場合 

(例:「～네요」「～ㅂ/습니다」「～(으)세요」およびパッチム「ㄹ」で始まる言尾の場合 

(例:「～(으)ㄹ까요?)「～(으)ㄹ 수 있어요))「～(으)ㄹ게요)にはそのパッチム「ㄹ)が

脱落します。しかし、語幹末の「ㄹ」パッチム後、「～(으)면」「～(으)러」が続く場合は

「으」が脱落します。 

 

1) 놀다 → パッチム「ㄹ」が脱落: 노～ 

2) 놀다 → パッチム「ㄹ」は脱落されず、「～으」が脱落: 놀～ 

 

例) 놀다 → ①「～네요」「～(으)ㅂ/습니다」「～(으)세요」が付くと → 

「ㄹ」が脱落して「노네요」「놉니다」「노세요」。 

 → ②「～(으)ㄹ까요?」が付くと、→「ㄹ」が脱落して「놀까요?」 

→③「～(으)면」「～(으)러」が付くと、→「으」が脱落し「놀면」「놀러」。 

 

 ～네요 ～ㅂ/습니다 ～(으)세요 ～(으)ㄹ까요? ～(으)면 

살다 사네요 삽니다 사세요 살까요? 살면 

멀다 머네요 멉니다 머세요 멀까요? 멀면 

例) 이 근처에 사세요?   집에서 여기까지 머네요. 

 

〈ㄹパッチムの動詞や形容詞〉 

길다           늘다          달다         덜다          들다  

만들다        알다          열다         울다         졸다        힘들다 

 


